
取
得
し
て
も
ら
い
ま
す
。
学
生
数
は
三

〜
四
名
と
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国

際
貢
献
へ
の
先
駆
者
に
な
っ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

藤
田
学
園
の
創
設
者
の
故
藤
田
啓
介

氏
が
研
究
を
重
視
し
て
総
合
医
学
研
究

所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
で
私
立
大
学
日
本
一
と
な
っ

た
の
は
教
授
の
論
文
の
引
用
数
が
群
を

抜
い
て
い
た
た
め
で
す
が
、
創
設
者
の

研
究
重
視
の
理
念
の
正
し
さ
が
証
明
さ

れ
た
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
―
―
最
先
端
医
療
機
器
も
質
の
高
い

教
育
に
は
欠
か
せ
な
い
？

　
星
長　

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
」
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
現
在
は
三

台
目
で
す
が
、
二
人
が
別
々
に
同
じ
画

面
を
見
て
、
手
術
の
情
報
交
換
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
最
新
鋭
機
で
す
。
私

自
身
が
臓
器
移
植
で
先
端
機
器
導
入
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
若
い
医
師
の
技
術
の
上
達
が
早
い

な
ど
教
育
の
面
で
の
効
果
は
出
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
―
―
地
域
貢
献
の
具
体
的
な
取
り
組

み
、
成
果
を
。

　

星
長　

地
域
包
括
ケ
ア
中
核
セ
ン

タ
ー
、
地
域
包
括
ケ
ア
モ
デ
ル
へ
の
取

り
組
み
で
す
が
、
豊
明
団
地
で
の
本
学

の
取
り
組
み
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
思
い
ま

す
。
本
学
は
団
地
を
所
有
す
る
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
と
連
携
協
定
を
締
結
。
団
地
で

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
職

員
が
常
駐
し
て
健
康
管
理
な
ど
の
相
談

を
受
け
る
、
在
宅
医
療
の
研
修
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
緩
和
ケ

ア
、
看
取
り
ま
で
、
ま
さ
に
包
括
ケ
ア

の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

団
地
の
空
き
部
屋
は
、
職
員
が
住
む
こ

と
で
、
団
地
全
体
に
活
気
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
―
―
日
本
初
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
（
三

重
県
）
は
日
本
初
の
大
学
運
営
に
よ
る

ホ
ス
ピ
ス
で
し
た
。
そ
の
後
は
。

　
星
長　

現
在
は
本
院
で
も
二
〇
個
室

で
対
応
し
て
い
ま
す
。緩
和
ケ
ア
と
は
、

か
つ
て
は
痛
み
を
和
ら
げ
る
医
療
で
し

た
が
、
現
在
は
が
ん
に
な
っ
た
時
か
ら

対
応
し
て
お
り
、
正
し
い
食
事
に
よ
り

病
院
で
元
気
に
な
っ
て
、
一
旦
は
家
に

帰
り
、
在
宅
医
療
に
切
り
替
わ
っ
て
看

護
師
が
活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
大
学
の
地
域
で
の
包
括
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

　
―
―
学
生
、
受
験
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。

　
星
長　

大
学
病
院
を
訪
れ
た
患
者
さ

ん
、
学
生
、
教
職
員
の
満
足
度
が
日
本

一
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
一
九
九
〇
年
に
本
学
に
来

て
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
自
信
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
教
え
子
で
米
国
へ
留
学
を
指
導
し

た
若
い
医
師
が
免
疫
学
で
素
晴
ら
し
い

研
究
を
し
て
世
界
の
一
流
誌
に
論
文
を

発
表
す
る
な
ど
、
活
躍
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
の
環
境
を
整
え

て
や
る
こ
と
で
、
大
き
な
自
信
を
つ
け

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
米
国
の
学

会
で
世
界
的
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
が

生
ま
れ
、
今
後
も
本
学
の
教
育
の
質
の

確
か
さ
が
認
め
ら
れ
て
い
く
と
信
じ
て

い
ま
す
。
開
学
五
〇
周
年
を
迎
え
る

二
〇
一
八
年
秋
に
「
藤
田
医
科
大
学
」

へ
の
改
名
を
目
指
し
て
文
科
省
に
申
請

し
て
お
り
、本
学
を
目
指
す
学
生
に
も
、

希
望
も
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
―
―
趣
味
、
座
右
の
銘
は
。

　
星
長　

海
外
出
張
中
の
飛
行
機
や
新

幹
線
の
中
で
本
を
読
む
の
が
楽
し
み
で

す
ね
。
旅
行
も
趣
味
で
す
が
、
な
か
な

か
実
現
し
ま
せ
ん
。好
き
な
言
葉
は「
Ｃ

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」で
す
。
清
潔
で
正
直
、

に
加
え
て
自
信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
―
―
大
学
病
院
院
長
五
年
、
学
長
就

任
三
年
余
を
振
り
返
っ
て
。

　

星
長　

病
院
長
時
代
か
ら
考
え
て
き

た
の
は
教
職
員
の
力
の
結
集
で
す
。
病

院
の
運
営
を
巡
っ
て
困
難
な
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
職
員
を
は
じ
め
、
多
く

の
協
力
者
や
地
域
の
人
材
に
支
え
ら
れ

て
、
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

病
院
で
は
新
し
い
施
設
、
最
先
端
医
療

機
器
の
導
入
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
学
長
と
し
て
は
、
大
学
の
使
命

を
「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
奉
仕
」
と

捉
え
て
、
改
革
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
文
部
科
学
省
の
評
価
も
徐
々
に

上
が
り
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
も
驚
き
の

成
果
で
し
た
。こ
れ
も
教
職
員
の
努
力
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
賜
物
で
あ
り
、
方
向

性
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
―
―
具
体
的
な
評
価
内
容
は
。

　
星
長　

文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
等

改
革
総
合
支
援
事
業
で
「
教
育
の
質
的

転
換
」「
地
域
発
展
」「
産
業
界
・
他
大

学
と
の
連
携
」
で
、
昨
年
度
ま
で
二
年

連
続
で
三
分
野
で
の
合
格
の
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
連
続
、
三
分
野

で
選
定
さ
れ
た
医
科
系
大
学
は
本
学
の

み
で
す
。　

　

特
に
地
域
発
展
で
は
、
大
学
の
地
域

包
括
ケ
ア
中
核
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
継
続

を
可
能
に
す
る
先
進
的
地
域
包
括
ケ
ア

モ
デ
ル
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

産
業
界
・
他
大
学
と
の
連
携
も
日
本

福
祉
大
学
（
医
福
連
携
）、
名
城
大
学

（
医
工
連
携
）、
愛
知
学
院
大
学
（
医
科

歯
科
連
携
）
な
ど
六
大
学
と
連
携
し
、

産
学
で
は
嚥
下
食
開
発
、
リ
ハ
ビ
リ
ロ

ボ
ッ
ト
、
医
療
機
器
な
ど
で
製
薬
会
社

や
製
造
業
の
ト
ッ
プ
企
業
と
連
携
を
ま

と
め
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
積
み
重
ね
が
注
目
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
―
―
教
育
、
研
究
の
現
状
は
。

　
星
長　

教
育
で
は
、
学
生
と
教
員
の

数
が
ほ
ぼ
同
数
で
。
丁
寧
な
指
導
体
制

は
学
生
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た
環
境
と

い
え
ま
す
。
外
国
人
留
学
生
も
英
語
の

み
の
大
学
院
の
授
業
で
指
導
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
医
科

大
学
に
日
本
語
の
教
員
を
大
学
が
派
遣

し
て
、
育
て
て
い
ま
す
。
一
年
後
に
本

学
に
編
入
さ
せ
、
日
本
語
で
授
業
を
受

け
て
も
ら
い
、
看
護
師
の
国
家
資
格
を

　「
良
き
医
療
人
の
育
成
」
を
目
指
し
て
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
藤

田
保
健
衛
生
大
学
（
愛
知
県
豊
明
市
）。
設
立
五
〇
年
弱
の
比
較
的
新
し

い
医
科
系
大
学
な
が
ら
、
医
学
部
と
医
療
科
学
部
を
持
ち
、
様
々
な
大
学

改
革
を
進
め
、
最
先
端
技
術
で
、
地
域
医
療
を
リ
ー
ド
す
る
大
学
に
成
長

し
、
二
〇
一
八
年
秋
の
開
学
五
〇
周
年
に
向
け
「
藤
田
医
科
大
学
」
へ
の

改
名
も
明
ら
か
に
し
た
。
九
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
専
門
誌
が
公
表
し
た

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
国
内
一
一
位
、
国
内
私
立
大
学

で
一
位
の
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
栄
光
へ
の
軌
跡
と
今
後
の
展
望
を
星

長
清
隆
学
長
に
聞
い
た
。

星長　清隆（ほしなが　きよたか）
1950 年、兵庫県生まれ。慶應義塾大学医学部卒業。76 年、国
家公務員共済組合連合会立川病院泌尿器科。83 年、米国ヴァー
ジニア医科大学移植血管外科。90 年、藤田保健衛生大学医学部
講師。2000 年、同教授。09 年、藤田保健衛生大学病院病院長。
14 年から現職。専門は腎臓移植、移植免疫など。

大
学
の
使
命
は
「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
奉
仕
」

優
秀
な
学
生
を
育
て
地
域
医
療
を
リ
ー
ド

藤
田
保
健
衛
生
大
学
　
星
長  

清
隆
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　


